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余寿命診断メニュー

クリープ試験の立案から余寿命評価まで巾広く対応いたします。

高温構造物のクリープ試験余寿命診断

Cat.No 3E3J-092-00-210827

● クリープ試験の立案・実施：納期、材料特性に応じたリーズナブルな試験条件をご提案いたします。
多数の試験機を保有しており、短納期で実施できます。

● 実機余寿命の診断： 試験データ・TTP法やアイソストレス法・回帰統計により実機使用条件での余寿命
を診断いたします。

余寿命診断手法

● ボイラ管、タービン、高温経年機器
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※ ミニチュアサイズのクリープ試験による小型構造の
診断も可能です。

当社クリープ試験設備の一部

ミニチュア試験片例

5mm

※ Aパラメータ法などの当社の別の診断手法と組合わせた総合診断も可能です。


